
（熊谷市）記者クラブ取材情報 

事業の名称等 

   平成２３年度熊谷市文化功労者・教育関係職員表彰式 

１．実施日時等   平成 ２３ 年 １１ 月 ３ 日（ 木・祝 ）午前 １０時００分から 

     午前 １１時３０分頃まで 

２．会場・主催地 

３．主催者・関係者 

（１）団体名等 

（２）代表者名                    ＴＥＬ 

４．事業内容 

 

 

 

 

５．目的・理由 

 

 

 

６．経緯・経過 

 

７．影響・効果 

 

 

８．この事業の実施による特記事項 

 

 

 

（１）県内の状況 

ア．県内で初めて イ．県内で    番目    実施市別紙のとおり 

（２）他市が実施している事業に比べて本市の特色 

 

 

 

  ・他市と同じ 

※ 資料の有無（ 有 ・ 無 ） 

担当課                     担当者 

連絡先 ＴＥＬ                      shakaikyoiku@city.kumagaya.lg.jp   

 

大塲 三郎（雅号 大場 香峰）氏（文化 ７７歳）、 原口 昌倫 氏（体育 ７３歳）  

教育関係職員表彰者 ２２名    学校教職員 １７名  

（熊谷市内在勤１５年以上で    学校医 ４名、 公民館職員 １名 

 勤務成績が良好であるもの）    

  

 文化功労者：教育・学術・文化・体育の振興について特に功績が顕著で 

 

ある方を表彰する。 

       教育関係職員表彰：熊谷市内在勤１５年以上で勤務成績が良好であるも 

                のを表彰する。 

熊谷市立大里生涯学習センター 

 

 熊谷市教育委員会 

048-524-1111内線 394  教育長 野原 晃 

 式典  文化功労者３名    井上 勲 氏（社会教育、体育 ７５歳）、 

 文化功労者表彰 ：文化活動を行っている者の励みになり、文化活動の 

振興に資することになる。 

        教育関係職員表彰：教育関係職員の励みになり、教育の振興に資する。 

 江利川、腰塚 

048-524-1111 内線 ３９４ 

熊谷市教育委員会 社会教育課 



 

 

 

 

 

 熊谷市文化功労者 

   

                井
いの

 上
うえ

  勲
いさお

  （７５歳） 

                熊谷市原井 

 

 氏は、昭和３３年より地域の青年学級の一環として柔道教室を開設、平成３

年には妻沼町柔道連盟を設立し、長きにわたり柔道を通じ青少年の健全育成に

努め、現在、柔道五段である。妻沼柔道連盟会長、熊谷市柔道連盟副会長、熊

谷市体育協会理事を務めるなど、スポーツの振興に大きく貢献しました。 

また、３５年にわたり地域文化財の調査研究、保護に努め、その発表会等も

数多く開催しました。現在は妻沼地域文化財調査研究会会長として職務に精励

し、その功績は誠に顕著であります。 

公民館活動におきましても、高齢者学級講師として、地域の高齢者学習、健

康増進等に２０年にわたり尽力しました。     

さらに、安全運転管理者協会副会長を２０年近く務め、交通安全、事故防止

に積極的に取り組み、警察庁長官表彰受賞。「子ども見守り隊」の地区代表と

して、児童の登下校時の防犯、事故防止に献身的に努めています。 

 このように、優れた人格と献身的努力により広い分野で活動し、本市の社会

教育の推進、スポーツ、文化の振興に寄与した功績は誠に顕著であります。 



 

 

 

 

 

熊谷市文化功労者 

   

               大
おお

 塲
ば

 三
さぶ

 郎
ろう

 （７７歳） 

               （雅号：大
おお

 場
ば

 香
こう

 峰
ほう

） 

熊谷市三本 

 

 氏は、書道団体「香風会」を主宰し、書の研さんに励み、公民館主催の書道

教室の講師を務め、児童・生徒、成人の書法の指導にあたりながら、生涯学習

の楽しさを伝えてきました。 

江单総合文化会館を拠点として、江单書道連盟を結成し、書道作品の発表展

示会を積極的に開催しています。 

また、県外でも、特定非営利活動法人官公書道連盟事務局長、副理事長を歴

任し、書展の開催等、書道文化の普及発展に努めています。 

平成８年には、江单文化団体連合会発足に尽力し、副会長、会長を務め、文

連フェスティバル、熊谷市江单文化祭、地域伝統芸能今昔物語等の開催、むさ

し江单音頭保存会の立ち上げなど、地域文化の向上に貢献しています。 

また、埼玉県文化団体連合会理事、市町村部会副部長としても、文化振興の

諸活動を展開してきました。 

このように、精力的活動と情熱により、本市における書道の普及、文化振興

に寄与した功績は、誠に顕著であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

熊谷市文化功労者 

   

                原
はら

 口
ぐち

 昌
まさ

 倫
みち

 （７３歳） 

                熊谷市箱田  

 

 氏は、熊谷市バスケットボール連盟理事、理事長、副会長、会長等を歴任し、

さらには、県バスケットボール協会審判委員長として審判技術の向上に努める

とともに、埼玉県中学校体育連盟研究部常任委員長として研究発表会を積極的

に実施するなど、市内外にわたる活動により、スポーツの振興、競技力の向上

に大きく貢献しました。 

平成１１年より、熊谷市体育協会常務理事に就任。広報専門委員会委員長と

して、精力的に各団体との意見調整を図り、機関紙「スポーツ熊谷」の紙面の

一層の充実のため、編集手法の研究にあたっています。平成１９年からは、副

理事長として尽力し、市民の生涯スポーツの充実発展に多大なる貢献をしまし

た。 

また、熊谷市バスケットボール連盟、県北バスケットボール協会の設立に尽

力し、組織の充実、基礎づくりに努め、県北バスケットボール界の発展を図る

とともに、平成２１年からは、それぞれの会長として重責を果たしています。  

このように、卓越した情熱と指導力により、本市におけるバス  ケットボ

ールの普及、スポーツの振興に寄与した功績は、誠に顕著であります。 

 

                          


